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(57)【要約】
　本発明は、磁気共鳴イメージング装置のセンサ素子を
選択するセンサ選択装置を提供し、前記センサ選択装置
は、所定のスキャン体積内の第１のセンサ素子の第１の
特性６０１を提供し、前記所定のスキャン体積２１５内
の第２のセンサ素子の第２の特性６０５を提供するプロ
バイダと、第１の特性６０１及び第２の特性６０５から
相互量を決定する手段と、前記相互量に基づいて第１の
センサ素子６０１又は第２のセンサ素子６０１を選択又
は除外するセレクタとを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定のスキャン体積内の第１のセンサ素子の第１の特性を提供し、前記所定のスキャン
体積内の第２のセンサ素子の第２の特性を提供するプロバイダと、
　前記第１の特性及び前記第２の特性から相互量を決定する手段と、
　前記相互量に基づいて前記第１のセンサ素子又は前記第２のセンサ素子を選択又は除外
するセレクタと、
を持つセンサ選択装置を有するセンサ素子を選択する磁気共鳴イメージング装置。
【請求項２】
　前記第１の特性が、前記所定のスキャン体積内の前記第１のセンサ素子の感度プロファ
イル又は積分感度プロファイルであり、前記第２の特性が、前記所定のスキャン体積内の
前記第２のセンサ素子の感度プロファイル又は積分感度プロファイルである、請求項１に
記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項３】
　前記セレクタが、前記第１の特性に基づいて複数のセンサ素子から前記第１のセンサ素
子を事前選択し、前記第２の特性に基づいて複数のセンサ素子から前記第２のセンサ素子
を事前選択する、請求項１又は２に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項４】
　前記相互量が、前記第１の特性と前記第２の特性との間の独立性のレベルを示す、請求
項１ないし３のいずれか一項に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項５】
　前記相互量を決定する手段が、前記相互量を得るために前記第１の特性及び前記第２の
特性の内積を決定する、請求項１ないし４のいずれか一項に記載の磁気共鳴イメージング
装置。
【請求項６】
　前記セレクタは、前記相互量が所定の独立性範囲内である場合に前記第１のセンサ素子
又は前記第２のセンサ素子を選択し、前記相互量が前記所定の範囲外である場合に前記第
１のセンサ素子又は前記第２のセンサ素子を除外する、請求項４又は５に記載の磁気共鳴
イメージング装置。
【請求項７】
　前記スキャン体積が少なくとも部分的感度によりカバーされる、又は前記スキャン体積
が感度により少なくとも部分的に一様にカバーされる、請求項２ないし５のいずれか一項
に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項８】
　前記第１の特性と前記第２の特性との間の独立性のレベルが、相互情報量のレベル又は
内積を有する、請求項４ないし６のいずれか一項に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項９】
　スキャン体積を形成する複数のセンサ素子と、
　前記複数のセンサ素子から第１のセンサ素子又は第２のセンサ素子を選択する請求項１
ないし８のいずれか一項に記載のセンサ選択装置であって、前記第１のセンサ素子又は前
記第２のセンサ素子が前記スキャン体積の所定のスキャン体積内をスキャンするのに使用
される、当該センサ選択装置と、
を有する磁気共鳴イメージング装置。
【請求項１０】
　磁気共鳴イメージング装置のセンサ素子を選択する方法において、
　所定のスキャン体積内の第１のセンサ素子の第１の特性を提供し、前記所定のスキャン
体積内の第２のセンサ素子の第２の特性を提供するステップと、
　前記第１の特性及び前記第２の特性から相互量を決定するステップと、
　前記相互量に基づいて前記第１のセンサ素子又は前記第２のセンサ素子を選択又は除外
するステップと、
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を有する方法。
【請求項１１】
　スキャン体積を形成する複数のセンサ素子を有する磁気共鳴イメージング装置を動作す
る方法において、
　請求項８に記載の方法によって前記複数のセンサ素子から第１のセンサ素子又は第２の
センサ素子を選択するステップであって、前記第１のセンサ素子又は前記第２のセンサ素
子が、前記スキャン体積の所定のスキャン体積内をスキャンするのに前記磁気共鳴イメー
ジング装置により使用されるステップ、
を有する方法。
【請求項１２】
　コンピュータ上で実行される場合に請求項１０に記載の方法又は請求項１１に記載の方
法を実行するコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、磁気共鳴信号を収集するセンサ素子を有する磁気共鳴イメージング装置の分
野を対象とする。
【背景技術】
【０００２】
　磁気共鳴イメージング装置は、増加しつつあるセンサ素子、例えばコイル素子及びデー
タ収集チャネルを用いる並列イメージングを使用して撮像データを収集することができる
。９０年代初めに、通常は、１つのチャネル出力の実が使用されていた。９０年代中ごろ
には、マルチチャネル収集が導入され、その結果、現在は、１６、３２又は９０チャネル
収集が達成可能である。
【０００３】
　近年、典型的には、４又は６チャネルが使用され、これにより磁気共鳴イメージング（
ＭＲＩ）システムのオペレータは、手動でスキャンに使用されるセンサ素子を選択するこ
とができる。しかしながら、約３０のセンサ素子が、同時に視野内に配置されることがで
きる、互いに結合された５０以上のセンサ素子（例えばコイル素子）を持つＭＲＩシステ
ムを使用する場合、前記選択は、ＭＲＩスキャナのユーザに対するワークフローの複雑さ
を低減するために自動化されなければならない。
【０００４】
　前記センサ素子の選択は、例えば最終画像のＳＮＲを劣化する可能性がある非常に低い
信号対雑音比（ＳＮＲ）を持つ素子を使用することを防止するため、又は前記画像内のア
ーチファクトを顕著にする可能性がある一様球の外側に配置された素子を使用することを
防止するために必要である。前記選択は、再構成リソース（ＣＰＵ及びメモリ）又はバル
クデータチャネル帯域幅に関して更に重要である。
【０００５】
　場所に依存する選択アプローチは、スキャン体積に近く配置された素子が選択されるよ
うに、前記スキャン体積の場所に関連したコイルの場所に基づく。前記選択は、自動的に
又は磁気共鳴装置を動作するオペレータによってのいずれかで実行されることができる。
オペレータ選択の場合、前記オペレータは、例えば患者及びコイルを考慮した後にいずれ
の素子が使用されるべきか決定する。自動選択の場合、前記スキャン体積に近い素子が選
択される。コイルの場所に基づく選択アプローチの欠点は、コイル位置が既知でなくては
ならない、又は測定されなければならないことである。手動選択は、コイルの誤位置調整
による選択誤差により損なわれる可能性があり、結果として長い調整期間を生じうる。
【０００６】
　更に、前記素子は、例えばISMRM 2006, Automatic Coil Element Selection for Paral
lel Imaging of localized Region, M. Bruehrer et alに記載されるようにＳＮＲに基づ
いて選択されることができる。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、磁気共鳴イメージング装置のセンサ素子を自動的に選択する効率的な
概念を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この目的は、独立請求項のフィーチャにより達成される。
【０００９】
　本発明は、センサ素子の効率的な選択が、関心領域におけるセンサ素子の感度プロファ
イルを使用する場合に達成されることができるという研究成果に基づく。前記感度プロフ
ァイルは、空間的感度分布、例えば３Ｄ感度分布を更に有しうる。
【００１０】
　コイル感度は、例えば分析の対象内の陽子密度分布とは実質的に独立である。肺におい
て、例えば、検出可能な信号は、肝臓に対して低い。しかしながら、コイル感度は等しい
ことが可能である。これに関連して、個別のセンサの感度は、
C(x,y,z)element=S(x,y,z)element/S(x,y,z)QBC
から得られることができる。
【００１１】
　ここでC(x,y,z)elementは、位置(x,y,z)におけるコイル素子感度を示し、S(x,y,z)elem
entは、コイル素子により測定される信号（強度及び位相）を示し、S(x,y,z)QBCは、一様
な感度分布を持つ大きな体積のコイルにより測定される信号（強度及び位相）を示す。
【００１２】
　したがって、前記関心領域に対する前記センサ素子の物理的配置は、効率的な選択基準
を提供しない。
【００１３】
　本発明は、例えばスキャンに使用されるべき複数のセンサ素子を有することができる磁
気共鳴イメージング装置のセンサ素子を選択するセンサ選択装置を提供する。好ましくは
、前記センサ選択装置は、所定のスキャン体積又はスキャン面積内（すなわち関心領域内
）の第１のセンサ素子の第１の特性を提供し、前記所定のスキャン体積内の第２のセンサ
素子の第２の特性を提供するプロバイダを有する。前記センサ素子は、例えば受信器アン
テナ素子、又は例えば並列イメージングに対して利用可能な受信器素子のより大きなセッ
トから選択されることができるコイルであってもよい。更に、前記センサ検出装置は、前
記第１の特性から及び前記第２の特性から相互量を決定する手段を有することができる。
更に、前記相互量に基づいて前記第１のセンサ素子又は前記第２のセンサ素子を選択又は
除外するセレクタが提供される。一態様によると、複数のセンサが選択されることができ
る。
【００１４】
　一態様によると、前記第１の特性は、前記所定のスキャン面積内の前記第１のセンサ素
子の感度プロファイルである。対応して、前記第２の特性は、前記所定のスキャン面積内
の前記第２のセンサ素子の感度プロファイルである。
【００１５】
　一態様によると、前記セレクタは、前記第１の特性に基づいて複数のセンサ素子から前
記第１のセンサ素子を事前選択し、前記第２の特性に基づいて複数のセンサ素子から前記
第２のセンサ素子を事前選択するように更に構成されることができる。例えば、前記複数
のセンサ素子は、磁気共鳴イメージング装置のスキャン体積をカバーし、前記スキャン体
積の特定の領域のみが、前記関心領域である。前記セレクタは、初めに例えば前記感度の
強度又は積分感度プロファイルの強度を、前記所定のスキャン体積内の最大感度の５％に
等しくてもよい所定の閾値と比較することにより可能性のあるセンサ素子を事前選択する
ことができる。したがって、前記セレクタは、前記関心領域内に延在する感度プロファイ
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ル及び閾値より高い強度を持つセンサ素子を事前選択し、前記関心領域内で前記閾値より
低い強度を持つ感度プロファイルを持つセンサ素子を除外する。前記相互量に基づく他の
選択は、したがって、前記事前選択されたセンサ素子に基づく。
【００１６】
　本発明によると、例えば空間分解感度情報は、以下の方法、すなわち、
  例えばコイル感度によるスキャン体積のフルカバレージ、
  スキャン体積の一様なカバレージに最適化、
  SENSE最適化、すなわち前記スキャンの１又は２のSENSE方向において、前記感度が良好
なSENSEアンフォールディングを達成するために、十分に独立していることを確認、
の１以上において使用されることができる。
【００１７】
　これらの方策の１、２又は３つは、使用される及び／又はある重み付けされた基準で組
み合わされることができる。
【００１８】
　前記SENSE最適化目標は、例えば絶対感度を犠牲にして、３次元における独立コイル感
度を持つ素子を選択することを試みることにより達成されることができる。第２のアプロ
ーチは、前記１又は２のSENSE方向のみを調べ、これらのSENSE方向に対して前記感度を投
影し、この後に異なるコイル素子の投影の依存性のレベルが評価されることができる。両
方のアプローチは、内積アルゴリズムにより処理されることができる。含まれるピクチャ
は、事実上、SENSE方向（１Ｄ）アプローチに最良に適用されるが、３Ｄへの一般化は容
易になされることができる。
【００１９】
　前記相互量は、"（空間分解）感度分布の独立性の尺度"を示すことができる。空間分布
感度関数の独立性の尺度は、内積の絶対値であり、これは完全に独立な（例えば直交する
）分布に対してゼロである。分布の独立性のより一般的な尺度は、相互情報量基準である
。以下に、前記内積アプローチが、例としてのみ、例えばSENSE最適化選択を実演するア
ルゴリズムとして検討される。
【００２０】
　前記相互量は、所定の独立範囲内の前記第１の特性と前記第２の特性との間の独立性を
示すことができる。例えば、前記第１の特性及び前記第２の特性が、互いに対して独立で
ある場合、例えば内積により決定される前記相互量は、０に等しくなることができる。他
方で、前記第１の特性及び前記第２の特性が依存する場合、例えば内積により決定される
前記相互量は、１に等しくなることができるか、又はその逆である。例えば、前記セレク
タは、前記相互量が例えば０から０．４に広がる内積により決定される所定の独立範囲内
である場合に前記第１又は第２の素子を選択し、前記相互量が前記所定の独立範囲の外側
である場合に前記第１又は第２のセンサ素子を除外する。上述の数（ゼロに等しい内積を
除く）は、正規化コイル感度に適用される。
【００２１】
　一態様によると、前記相互量を決定する手段は、前記第１の特性と前記第２の特性との
間の内積を表す相互量を得るように前記第１の特性及び前記第２の特性の内積を決定する
。
【００２２】
　一態様によると、前記セレクタは、初めに複数のセンサ素子からセンサ素子を選択する
数を事前選択することができ、前記数は２以上である。この場合、前記決定する手段は、
例えば内積又は他の独立性基準、例えば異なる感度プロファイル間の互いに対する相互情
報量により複数の相互量を決定することができる。したがって、前記セレクタは、例えば
各相互量を所定の独立性範囲と比較することにより前記相互量に基づいて複数のセンサ素
子を選択及び／又は除外することができる。
【００２３】
　他の態様によると、本発明は、スキャン体積を形成する複数の感知素子と、本発明によ
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るセンサ選択装置を有する磁気共鳴イメージング装置を提供する。前記センサ選択装置は
、前記複数のセンサ素子から第１及び第２のセンサ素子を選択し、前記第１のセンサ素子
及び／又は前記第２のセンサ素子は、前記スキャン体積の所定のスキャン体積（すなわち
関心領域）内をスキャンするのに使用される。したがって、前記磁気共鳴イメージング装
置は、前記センサ素子の選択が実行された後に、例えば前記相互量に基づいて選択された
前記センサ素子を使用して粗い又は細かい分解能のスキャンを実行することができる。
【００２４】
　本発明は、所定のスキャン体積内の第１のセンサ素子の第１の特性を提供し、前記所定
のスキャン面積内の第２のセンサ素子の第２の特性を提供するステップを持つ磁気共鳴イ
メージング装置のセンサ素子を選択する方法を更に提供する。前記方法は、前記第１の特
性及び前記第２の特性から相互量を決定するステップと、前記相互量に基づいて前記第１
のセンサ素子及び／又は前記第２のセンサ素子を選択及び／又は除外するステップとを更
に有する。本発明の方法の他のステップは、本発明のセンサ選択装置の機能に対応する。
【００２５】
　本発明は、スキャン体積を形成する複数のセンサ素子を有する磁気共鳴イメージング装
置を動作する方法を更に提供する。前記方法は、本発明の磁気共鳴イメージング装置のセ
ンサ素子を選択する方法によって前記複数のセンサ素子から第１のセンサ素子及び／又は
第２のセンサ素子を選択するステップを有する。前記方法は、前記選択されたセンサ素子
を使用して前記関心領域内でスキャンを実行するステップを更に有することができる。
【００２６】
　本発明は、コンピュータ上で実行される場合に、磁気共鳴イメージング装置のセンサ素
子を選択する方法及び／又は磁気共鳴イメージング装置を実行する方法を実行するコンピ
ュータプログラムを更に提供する。
【００２７】
　本発明によると、磁気共鳴信号を収集するのに実際に使用される前記センサ素子（受信
器素子）の選択は、前記（受信器）感度プロファイルに基づいて行われる。特に、最大感
度を持つ受信器素子のセットが選択され、前記受信器素子の感度プロファイルは、十分に
独立である。前記選択は、更に、粗い分解能のスキャンに基づいて自動的に行われること
ができる。
【００２８】
　本発明の概念は、一部の並列イメージング技術が使用される場合にノイズブレイクスル
ー（noise break through）が防止される、又は他の再構成技術、例えばノイズスケーリ
ング（noise scaling）が使用される場合にダークスポット（dark spot）が防止されると
いう利点を持つ。更に、前記センサ素子の選択は、例えば低い陽子密度により生じうる信
号強度とは独立に行われる。更に、受信器素子感度の（例えば最小数によりカバーされる
）関心体積全体を持つことは、並列イメージングによるノイズブレイクスルーを防止する
。加えて、多くの受信器素子に対する直交する受信器感度プロファイルは、並列イメージ
ングアプローチにおいてアーチファクトを防止するのに貢献する。したがって、このワー
クフローは効率的であり、画質は向上される。
【００２９】
　前記選択基準は、例えば一様なカバレージ、アーチファクト抑制、関心体積における最
大コイル感度及び／又は前記関心体積の完全な空間的カバレージであってもよい。前記関
心体積（所定のスキャン体積）は、前記スキャン体積であってもよく、又はこれは完全に
一様な球体を形成することができる。前記感度プロファイル、例えばコイル感度は、測定
される、又は測定値に適合されたモデルから算出される、又は理論的感度プロファイルを
使用して計算されることができる。
【００３０】
　他の態様によると、迅速な事前選択が実行されることができる。例えば、前記センサ素
子ごとのコイル感度は、前記関心領域（例えばスキャン体積）にわたり積分されることが
でき、これにより前記積分された感度が、迅速な事前選択を実行するのに使用されること
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ができる。例えば、低い感度（例えばゼロに近い）を持つ素子は、視野の外側にされる可
能性が高く、したがって除外されることができる。例えば、低い感度は、積分された値が
、例えばスキャン体積にわたる積分から得られた最大積分値の例えば１０％より低い場合
に生じる。更に、体積選択的成分感度（例えばコイル感度）は、例えば３つの独立軸上の
単一次元投影を作る簡潔な準備段階の間に得られることができる。
【００３１】
　最適な選択は、例えば、異なる基準を要するかもしれない異なるアプリケーションに依
存して実行されてもよい。例えば、（通常の）再構成の場合、感度の空間的に一様な分布
は、関心があるかもしれない。SENSE又はCLEAR技術に対して、所要のSENSE方向における
十分に独立した素子感度分布が選択されることができ、これにより少なくとも全ての関心
領域が、例えば感度の最小レベルによりカバーされ、ノイズブレイクスルーを防止する。
アーチファクト抑制に対して、（フレイム（flame））アーチファクト生成領域内に配置
された素子は抑制されうる。又は前記スキャン体積内又は外の、腹部の脂肪組織のような
フロー又はモーションアーチファクト生成領域に特に敏感な素子が抑制されうる。
【００３２】
　本発明のSENSE最適化素子選択は、例えばコイル感度の実際の分布に基づき、例えばコ
イルの予期しない使用（例えば回転された配置）における最適なSENSEアンフォールディ
ングが達成されることができる。更に、前記センサ素子（例えばコイル）の幾何配置の情
報は必要ではない。加えて、前記センサ素子のSENSE性質は、容易に決定されることがで
きる。したがって、前記感度プロファイルは、前記センサ素子が、どれだけ良好に前記関
心面積を"見る"かを記述するので、前記関心領域におけるセンサ感度は、良好な尺度を提
供する。前記ユーザは、ループから出されるので、画質は向上される。
【００３３】
　本発明の他の実施例は、以下の図に対して記載される。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】センサ選択装置のブロック図を示す。
【図２】３つの素子の２つのアレイの計算されたコイル感度マップを示す。
【図３】対象輪郭及びスキャン体積を示す。
【図４】関心領域に基づく素子選択を示す。
【図５】関心領域に基づく素子選択を示す。
【図６】ｘ軸及びｙ軸に投影された２つの素子のコイル感度を示す。
【図７】コイル感度分布の重複の範囲を示す。
【図８】コイル感度分布の重複の範囲を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　図１は、プロバイダ１０１と、相互量を決定する手段１０３と、セレクタ１０７とを有
するセンサ選択装置のブロック図を示す。前記プロバイダは、第１のセンサ（図１に図示
されない）の第１の特性１０９及び第２のセンサ（図１に図示されない）の第２の特性１
１１を提供する。
【００３６】
　図２は、３つの素子の２つのアレイの計算されたコイル感度マップを示す。第１のアレ
イは、素子２０１、２０３及び２０５を有する。第２のアレイは、素子２０７、２０９及
び２１１を有する。
【００３７】
　図３は、スキャンされるべき対象（例えば患者）の輪郭２１３及びスキャン体積２１５
（関心領域、所定のスキャン体積）を示す。例えば、スキャン体積２１５の外側に配置さ
れた素子２０７及び２０９は、前記素子の感度が前記スキャン体積内に広がるので、感知
に使用されることができる。
【００３８】



(8) JP 2010-505491 A 2010.2.25

10

20

30

40

50

　図４は、本発明の関心領域に基づくセンサ素子選択を示す。この実施例において、前記
磁気共鳴イメージング装置は、センサ素子４０１（Ａ１）、４０３（Ａ２）、４０５（Ａ
３）、４０７（Ａ４）、４０９（Ｐ１）、４１１（Ｐ２）、４１３（Ｐ３）及び４１５（
Ｐ４）を有することができる。図４において、前記センサ素子の感度プロファイルは、感
度プロファイル線４１７により描かれる。第１の関心領域４１９内をスキャンするのに使
用されるべきセンサ素子を選択するために、例えばセンサ素子Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ｐ１、
Ｐ２及びＰ３が選択されうる。第２の関心領域４２１内をスキャンするのに、例えばセン
サ素子Ｐ４、Ａ４及びＰ３が選択されうる。前記選択は、本発明のセレクタにより実行さ
れることができる。更に、前記センサ素子は、図４に描かれたコイルにより形成されるこ
とができる。
【００３９】
　図５は、図５に示されるように配置されたセンサ素子５０１（Ａ１）、５０３（Ａ２）
、５０５（Ａ３）、５０７（Ａ４）、５０９（Ｐ１）及び５１１（Ｐ２）を有する磁気共
鳴イメージング装置に対する関心領域に基づくセンサ素子選択アプローチを示す。第１の
関心領域５１３内をスキャンするために、前記セレクタは、図５に描かれた感度プロファ
イルに基づいてセンサ素子Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ｐ１及びＰ２を選択しうる。しかしながら
、第２の関心領域５１５は、この実施例において、実質的にセンサ素子５０７のみが第２
の関心領域５１５内に広がる感度プロファイルを持つので、不十分にしか覆われないかも
しれない。この場合、信号は、例えば本発明のセンサ選択装置により発行されることがで
き、第２の関心領域５１５が不十分にカバーされることを示す。この信号は、前記セレク
タがセンサ素子５０１、５０３、５０５、５０９及び５１１をスキャン動作中に使用され
ることから除外した後に発行されることができる。
【００４０】
　図６は、ｘ軸及びｙ軸上に投影された２つのセンサ素子の感度プロファイルを示す。ｘ
軸に対する第１のセンサ素子６０３の感度プロファイル６０１及びセンサ素子６０７の感
度プロファイル６０５は、ｘ方向において２に等しいSENSE係数が達成されることができ
るように異なる最大値を持つ。ｙ軸に対して、第１のセンサ素子６０３の感度プロファイ
ル６０９及びセンサ素子６０７の感度プロファイル６１１は、ｙ方向において多くとも１
のSENSE係数が達成されやすいように同様なやり方でｙ軸に沿って分配される最大値を持
つ。
【００４１】
　図６に描かれるように、感度プロファイル６０１及び６０５は、ｘ方向に対して部分的
にのみ重複する。他方で、ｙ方向に対する感度プロファイル６０９及び６１１の重複は大
きい。前記感度プロファイルの重複又は独立性の尺度は、前記感度プロファイルの内積で
あることができる。この点において、２つの関数の内積は、前記２つの関数が完全に独立
である（例えば直交する）場合にゼロである。結果として、前記感度プロファイルが完全
に独立である場合、前記感度プロファイルは、重複しない。２つの関数f、gの内積は、
【数１】

のように変数xに対して決定されることができ、ここでf、gは変数xの関数である。
【００４２】
　ボクセルからなる体積の内積は、２つのベクトルのドット積である。

【数２】

【００４３】
　上の式において、xi及びyiは、前記ボクセルの値、例えば２つのコイル素子x及びyの感
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度を示し、nは全てのボクセルにわたるインデックスを示す。
【００４４】
　図７は、コイル感度分布の重複の程度及び前記コイル感度分布の内積を示す。特に、第
１のコイル素子の感度分布７０１、第２のコイル素子の感度分布７０３、第３のコイル素
子の感度分布７０５及び第４のコイル素子の感度分布７０７は、重複した形で描かれてい
る。コイル素子１、２、３及び４に対するコイル感度分布の内積は、図７においてマトリ
クスの形で描かれる。異なるコイル素子のコイル感度分布間のそれぞれの内積は、１より
小さく、これは前記感度分布間の依存性の度合いを示す。他方で、コイル感度分布のこれ
自体との内積は、常に１に等しく、完全に依存した分布を特徴づける。内積の絶対数は、
正規化されたベクトルに使用される。
【００４５】
　図８は、他の実施例によるコイル感度分布の重複の程度を示す。特に、第１のセンサ素
子の感度分布８０１、第２のセンサ素子の感度分布８０３及び第３のセンサ素子の感度分
布８０５は、互いにほとんど一致する。第４のセンサ素子の感度分布８０７は、しかしな
がら、感度分布８０１、８０３及び８０５に対して大きくシフトされる。センサ素子１、
２、３及び４に対するコイル感度分布の内積を要約する表に描かれるように、感度分布８
０１、８０３及び８０５は、内積が０．９８に等しいので、互いに対してほとんど完全に
依存している。対照的に、感度分布８０７と感度分布８０１ないし８０５のいずれかとの
間の内積は、０．０１以下である。したがって、感度分布８０７は、例えば内積に関して
０ないし０．１に広がりうる所定の独立性範囲内で感度分布８０１、８０３及び８０５に
対してほとんど独立であると見なされることができる。更に、前記選択は、実際の分布及
びこれらの内積に依存することができる。例えば、最も重複する素子は除外され、例えば
最小重複素子が使用される。
【００４６】
　図６に対して、感度６０１及び６０５の内積はほとんどゼロであり、この結果、SENSE
アンフォールディングが可能である。対照的に、ｘ軸に沿った感度６０９と６１１との間
の内積はほとんど１であり、この結果、SENSEアンフォールディングは可能ではない。
【００４７】
　通常は、前記センサ素子の選択は、スキャンが開始する前に行われる。更に、本発明の
アプローチは、例えばデータ削減を実行するように再構成においてレトロスペクティブに
実行されることもできる。更に、画質は、前記ユーザがもはや選択プロセスに関与しない
ので、向上される。
【００４８】
　更に、空間分布コイル感度は、データに基づく又は前記対象（患者）において実際に測
定されたデータに基づく。したがって、前記関心領域における前記コイル感度は、前記セ
ンサ素子がどれだけ良好に前記関心面積を"見る"かを記述するので、前記選択プロセスに
対する良好な尺度を提供する。更に、本発明のアプローチは、したがって、これらの機構
が、前記関心領域がどれだけ良好に前記センサ素子により見られることができるかの近似
であるので、コイル場所に基づく選択を越える。更に、本発明のアプローチは、例えば低
い陽子密度領域における信号に基づく選択ストラテジの不利点を被らない。更に、前記感
度プロファイルは、測定、事前規定又は計算されることができる（又はこれらの組み合わ
せ、例えば測定データに適合されたモデル）。
【００４９】
　更に、本発明の概念は、例えば最適画質が最適SENSEアンフォールディングにより得ら
れることができるので、アプリケーション依存最適化に対する可能性を提供する。更に、
アーチファクト抑制は、例えばフレイムアーチファクト領域内の素子を選択しないことに
より実行されることができる。加えて、一様なコイル感度は、非SENSE/CLEAR再構成に対
して使用されることができる。
【００５０】
　本発明は、図面及び先行する記載において詳細に説明及び記載されているが、このよう
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な説明及び記載は、限定的ではなく実例的又は模範的に考慮されるべきであり、本発明は
開示された実施例に限定されない。開示された実施例に対する他の変型例は、図面、開示
及び添付の請求項を研究することにより、請求される発明を実施する際に当業者により理
解及び達成されることができる。請求項において、単語"有する"は、他の要素又はステッ
プを除外せず、不定冠詞"１つの"は複数を除外しない。単一のプロセッサ又は他のユニッ
トが、請求項に記載の複数のアイテムの機能を満たすことができる。特定の方策が相互に
異なる従属請求項に記載されるという単なる事実は、これらの方策の組み合わせが有利に
使用されることができないことを示さない。コンピュータプログラムは、他のハードウェ
アの一部として又は一緒に供給される光学記憶媒体又は半導体媒体のような適切な媒体上
に記憶／流通されることができるが、インターネット又は他の有線若しくは無線電気通信
システムを介するような他の形式で流通されることもできる。請求項内の参照符号は、範
囲を限定するように解釈されるべきでない。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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